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医務室内看護業務チェックリストの有用性と課題の検討 

 

社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団 特別養護老人ホーム 上北沢ホーム  

寺尾 洋介、田中 美紀、落合 美夏、藤原 ふさ子  

（チェックリスト 業務の標準化 看護） 

 

１．目的 
日々の看護業務において、業務の標準化、効率化は一定水準のケアの保証に直結する。そのため、

様々な看護現場において、プロトコールやチェックリスト等のケアの標準としてのツールが活用され

ている。 

 上北沢ホームでも業務の標準化、効率化に向けた業務課題を抱えていた。その業務課題とは、以下

の 2点であった。 

１）業務の口伝化、属人化、複雑化、無秩序化しやすい傾向があること。 

２）他施設からの応援看護師や派遣看護師のＯＪＴ短縮の必要性があること。 

そのため、平成 29年度より医務室内の 16 業務についてチェックリストを作成した。業務チェック

リストを作成、活用し、4年が経過し、業務チェックリストの有用性と課題を検討する必要性を感じ、

本研究に着手した。 

本研究の目的は「医務室内看護業務チェックリストの有用性と課題を明らかにし、チェックリスト

活用の今後の方向性を検討すること」である。 

 研究結果と合わせて、チェックリストの作成過程と現在の活用状況も報告する。 

 

２．実践内容 
本研究は以下のステップで実施した。 

１）データ収集：常勤看護師 6名への半構造化面接を実施した。 

２）データ分析： 内容分析の手法を参考に質的帰納的分析を以下の通りに実施した。 

（１）面接の録音データからの逐語録の作成をした。 

（２）逐語録からコード（意味内容を端的に表す一文）の作成をした。 

（３）コードを類似でまとめ抽象化し、サブカテゴリ、カテゴリの導出をした。 

３）倫理的配慮：研究対象者へ、以下の点について口頭・文書での説明を実施した。 

（１）匿名性を担保し、データ処理の際は、すべて記号化し個人を特定できない形とする。 

（２）看護業務に支障のない時間に調査を実施する。 

（３）対象者に対し、いつでも調査を辞退することができることを保障した。 

 

３．結果 
１）対象属性 

 看護師・准看護師計 6名であり、全員女性であった。看護師以外の保有資格として、社会福祉士、

ケアマネジャーの資格を持つ対象もいた。看護師経験年数は 19年～33 年、当ホーム勤続年数は 1年～

16 年であった。 
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２）分析結果 

 面接から得られた逐語録より、62 コードを作成し、23 のサブカテゴリ、7のカテゴリを導出した。7

カテゴリは、【業務を確認する】【指導で活用する】【介護職と業務調整や情報共有を行う】【業務の進

め方が改善する】【チェックリストの使い方を提案する】【活用上の難しさがある】【更新上の課題があ

る】であった。また、管理者からは日勤業務のＯＪＴの日数が短縮した、というコメントもあった。 

 

４．考察と今後の課題 
 チェックリストの有用性として、第 1に【業務を確認する】【指導で活用する】等、チェックリスト本

来の役割を果たしていた、と考える。第 2 にチェックリスト作成前後で【業務の進め方が改善する】と

いう結果より、業務の属人化、複雑化、無秩序化の改善といった、業務の標準化に役立った、と考える。

第 3に【介護職と業務調整や情報共有を行う】や OJT 期間が短縮できた、といった結果より、業務の効

率化にも役立った、と考察する。 

チェックリストの今後の課題として、第 1 に随時更新がし辛い、という課題が挙げられた。第 2に内

容の過小、活用期間の不明瞭さ、携帯用がない等、運用上の課題が挙げられた。第 3に指導する際に活

用し辛い、という課題が挙げられ、各々の課題に対する対策が必要である、と考察した。 

本研究ではタイムスタディを実施していないため、どの程度時間の効率化ができたか、数値結果が得

られていない。また看護職 6名の面接調査からの結果であり、一般化することは難しい。本研究を基に、

より活用しやすいツールを目指して、内容・運用の評価、検討を重ねていく必要がある。 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

＜助言者コメント＞ 
髙橋 裕子（世田谷区世田谷保健所玉川保健相談課長） 

（玉川総合支所健康づくり課長兼務） 
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この発表では、チェックリストの有用性の検証方法として、看護師への半構造化面接が用いられてい

ます。 

 私が勤務している世田谷区役所でも、保健事業や施策の効果を検証する際に、様々な評価方法を用い

ます。「何人利用したか」「何回実施したか」といった定量的なアウトプット（実施量）や、予算・人員・

施設等をどれくらいどのように投入したかのストラクチャ 

ー（事業や施策の構造）の評価等と併せて、用いられるのがアウトカム（成果）評価です。 

 アウトカム（成果）評価は、端的に数値で出る場合もありますが、例えば地域の健康づくりのように、

短期間で数値的な変化を出すことが難しい場合、一定の期間を区切った区民アンケートやインタビュー

のような定性的な評価を用いる場合があります。 

 今回の調査では、使用している看護師へのインタビュー（半構造化面接）を行い、チェックリストの

導入成果を把握する手法を採用しており、調査の性質上、妥当な手法を選択されていると思われます。 

 さらに、チェックリストの検証の意義は、冒頭の目的にもあるように、業務の平準化・効率化の先に

ある一定水準のケアの質の保証にあります。 

 取組むべき「ビジョン（理念）」はケアの質の保証や向上ですので、そのビジョンの実現のための「ミ

ッション（取組むべき課題や行動目標）」の１つとして、業務の平準化・効率化があり、具体策の１つと

してチェックリストの有用性の検証がある、というように、取組みをツリー図にしてチームで共有して

から、何からどのように取組むかを相談して組織な改善が実践できれば素晴らしいと思います。 

今後の取組みに期待しています。発表いただきありがとうございました。 
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